
豊 19峰

コ
ー
ス
外
れ
る
旅
客
機
が
多
数

文
京
区

上
空
１
日
１
２
５
機
も

一　一］］は中知一椰̈『颯中̈】一彎い義̈『轟攀し
た
。

騒
音
は
、環
境
基
準
値
（５
７

デ
シ
ベ
ル
）
を
超
え
る
６８
・
■

デ
シ
ベ
ル
を
記
録
、
夜
７
時
台

の
飛
行
音
が
大
部
分
４５
デ
シ
ベ

ル
を
超
え
て
い
ま
し
た
「
岩
佐

さ
ん
は

「テ
レ
ビ
の
音
が
聞
こ

え
づ
ら
く
、
夕
刻
２
時
間
ほ
ど

は
飛
行
音
が
途
切
れ
ず
続
く
た

め
落
着
き
ま
せ
ん
」
と
訴
え
て

い
ま
す
。

飛
行
高
度
に
つ
い
て
は
、
航

空
会
社
の
マ
ー
ク
や
、
飛
行
機

個
体
番
号
が
識
別
で
き
る
ほ
ど

の
極
端
な
ケ
ー
ス
も
。
南
西
か

ら
北
東
へ
轟
音
を
残
し
て
飛
び

去
っ
た
超
低
空
の
旅
客
機
を
目

撃

（２
０
■
３
年
７
月
２．
日
）。

「た
ま
た
ま
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
と
こ
ろ
、
機
体
番
号
Ｊ
Ａ

７
０
４
Ａ
の
全
日
空
の
ボ
ー
イ

ン
グ
７
７
７
だ
っ
た
」と
の
べ
、

「こ
の
金
田
空
便
の
姿
は
、
首

都
上
空
が
無
法
地
帯
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
」

と
指
摘
し
ま
す
。

上
空
通
過
の
停
止
を

現
行
の
飛
行

コ
ー
ス
図
を
見

れ
ば
、
文
京
区
は
関
係
な
い
と

思

っ
て
当
然
で
す
。
国
交
省
航

空
局
環
境

・
地
域
振
興
課
で
は

「
空
に
ガ

ー
ド

レ
ー
ル
が
あ
る

わ
け
で
も
な
い
の
で
、
飛
行

コ

ー
ス
は
、
こ
こ
が
標
準
と
い
う

目
安
。
外
れ
て
も
規
制
は
な
い
」

と
説
明
し
て
い
ま
す
。

文
京
区
議
会
は
、
議
長
名
で

文
京
区
上
空
通
過
の
停
止
な
ど

を
求
め
た
要
望
書
を

■
月
６
日

に
国
交
省
に
提
出
、
国
答
を
待

っ
て
い
ま
す
。

教
育
現
場
に
影
饗
も

新
飛
行
コ
ー
ス
で
心
配
さ
れ

る
の
は
、
低
空
の
ま
ま
荒
川
上

空
に
進
入
す
る
北
風
時
の
上
昇

コ
ー
ス
。
と
く
に
荒
川
沿
い
の

江
東
区
や
江
戸
川
区
で
深
刻
な

騒
音
被
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

江
東
区
議
の
添
谷
良
夫
氏

（共
産
）
は

「飛
行
機
の
航
跡

を
調
べ
て
み
る
と
、
飛
行
コ
ー

ス
を
中
心
に
多
く
は
２
、３
♂

研
の
幅
で
飛
行
し
て
お
り
、
騒

音
範
囲
の
大
き
さ
が
問
題
で

す
。
と
く
に
上
昇
す
る
時
の
騒

音
は
大
き
く
、
荒
川
沿
い
城
東

地
区
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・

申
学
校
な
ど
へ
の
影
響
が
心
配

で
す
。
増
便
計
画
で
は
、
２
～

３
分
に
一
機
の
間
隔
で
進
入
す

る
の
で
、
校
庭
で
の
授
業
や
プ

２
０
１
３
年
７
月
２‐
日
に
撮
影
し

た
趨
低
空
飛
行
の
旅
啓
機
＝
岩
佐

佳
英
さ
ん
撮
影

ラ
ス
バ
ン
ド
な
ど
の
部
活
に
も

大
き
な
影
響
が
出
る
恐
れ
も
あ

り
、
騒
音
被
害
は
予
想
以
上
に

深
刻
に
な
る
と
心
配
し
て
い
ま

す
。
各
区
の
運
動
と
も
連
携
し

て
何
と
し
て
も
計
画
を
撤
回
さ

せ
た
い
」と
強
調
し
て
い
ま
す
。

（松
橋
隆
司
）

文
京
区

北
風
時
の
現
行
の
飛
行
経
路
と
見
直
し
案

（国
交
省
資
料
よ
り
）
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